
力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

  

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

  

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

 

☎

 

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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来
年
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
は
、
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年

か
ら
満
１
５
０
年
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
慶
応
４
年
９
月
８
日
か
ら

「
明
治
」
と
改
元
し
、
こ
の
年
の

10
月
６
日
に
水
戸
藩
内
部
の
戦
い

が
八
日
市
場
周
辺
で
あ
り
ま
し
た
。

　

幕
末
の
水
戸
藩
内
で
は
、
お
お

ま
か
に
言
っ
て
、
保
守
派
の
「
諸し

ょ

生せ
い

派
」
と
改
革
派
と
言
わ
れ
る

「
天て

ん

狗ぐ

派
」
と
の
間
で
抗
争
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

慶
応
４
年
１
月
に
起
こ
っ
た
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
（
場
所
は
現
在

の
京
都
府
）
が
、
４
月
に
は
江
戸

城
が
新
政
府
側
の
支
配
下
に
入
る

な
ど
し
、
旧
幕
府
側
と
の
戦
い
が

関
東
に
も
及
び
ま
し
た
。
さ
ら
に

北
陸
、
東
北
、
北
海
道
に
ま
で
広

が
っ
た
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
は
、
翌
年
の
明

治
２
年
５
月
に
終
結
し
ま
し
た
。

　

旧
幕
府
軍
と
共
に
各
地
で
戦
っ

た
水
戸
藩
諸
生
派
の
市
川
勢
は
、

八
日
市
場
ま
で
逃
れ
て
来
て
、
追

い
か
け
る
天
狗
派
と
戦
い
、
こ
こ

で
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
ま
で
の
調
査
で
、
八
日
市

場
ま
で
た
ど
り
着
い
た
の
は
お
よ

そ
１
０
０
人
で
、
30
人
ほ
ど
が
中

台
周
辺
で
戦
死
し
、
10
数
人
が
野

手
周
辺
に
葬

ら
れ
、
残
る

50
人
余
り
が

各
地
に
散
っ

た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

中
台
村
周

辺
で
の
戦
死

者
25
人
を
埋

葬
し
た
の
が

「
脱
走
塚
」

で
、
こ
の
戦

い
を
「
松
山

戦
争
」と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
刊
行

の
『
匝
瑳
郡
誌
』
に
記
載
さ
れ
た

松
山
戦
争
と
い
う
呼
び
名
は
、
近

年
、「
八
日
市
場
・
中
台
の
戦
い
」

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
５
月

に
「
水
藩
（
水
戸
藩
）
脱
走
隊
の
法ほ

う

会え

」
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
す
で
に
脱
走

塚
の
名
称
は
こ
の
地
域
で
定
着
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

諸
生
派
市
川
勢
の
子
孫
は
、

「
仰ぎ

ょ
う

天て
ん

会
」
を
組
織
し
、
こ
れ
を

発
展
さ
せ
て
平
成
18
（
２
０
０

６
）
年
に
「
水
戸
藩
国
事
殉
難
者

恩
光
碑
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、

２
年
後
の
20
年
に
は
中
台
地
区

で
「
１
４
０
年
慰
霊
法
要
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
保
存

会
か
ら
脱
走
塚
の
名
称
に
つ
い
て
、

「
時
代
に
合
っ
た
名
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
の
意
見
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
11

月
に
開
か
れ
た
市
文
化
財
審
議
会

で
、
脱
走
塚
を
理
解
し
や
す
く
す

る
た
め
、「（
水
戸
藩
士
の
墓
）」

と
追
加
記
載
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）
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課
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報
広
聴
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☎
73
・
０
０
８
０

水
戸
藩
士
の
墓

中
台
を
歩
く

靴
音
を
た
て
る
落
葉
と
消
す
落
葉

靴
音
を
た
て
る
落
葉
と
消
す
落
葉  

長　

谷

長　

谷  

宇
野
と
し
子

宇
野
と
し
子

朝
寒
や
釦
の
つ
ま
み
指
迷
ふ

朝
寒
や
釦
の
つ
ま
み
指
迷
ふ  

八
日
市
場
ハ

八
日
市
場
ハ  

江
波
戸
知
巳

江
波
戸
知
巳

柚
子
た
わ
わ
山
ふ
と
こ
ろ
の
大
藁
家

柚
子
た
わ
わ
山
ふ
と
こ
ろ
の
大
藁
家  

若
潮
町

若
潮
町  

光
瀨
甲
江
子

光
瀨
甲
江
子

里
昏
れ
て
ま
だ
残
照
の
薄
原

里
昏
れ
て
ま
だ
残
照
の
薄
原  

八　

辺

八　

辺  

依
知
川
き
よ

依
知
川
き
よ

花
芒
昏
れ
て
影
絵
の
ご
と
く
な
り

花
芒
昏
れ
て
影
絵
の
ご
と
く
な
り  

飯　

高

飯　

高  

安
藤　

建
子

安
藤　

建
子

旧
姓
の
書
か
れ
し
辞
書
や
秋
灯
下

旧
姓
の
書
か
れ
し
辞
書
や
秋
灯
下  

横
須
賀

横
須
賀  

岩
井　

や
す

岩
井　

や
す

 
 

  

腐
る
腸
三
尺
切
除
地
獄
秋

腐
る
腸
三
尺
切
除
地
獄
秋  

栢　

田

栢　

田  

伊
藤　

定
子

伊
藤　

定
子

兵
達
の
無
念
抱
き
て
雁
来
る

兵
達
の
無
念
抱
き
て
雁
来
る  

栢　

田

栢　

田  

櫻
井
富
美
雄

櫻
井
富
美
雄

長
雨
に
み
な
れ
ぬ
茸
顔
を
出
す

長
雨
に
み
な
れ
ぬ
茸
顔
を
出
す  

今　

泉

今　

泉  

須
貝　

玉
枝

須
貝　

玉
枝

嫁
姑
息
子
を
前
に
自
己
主
張

嫁
姑
息
子
を
前
に
自
己
主
張  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
合
戦
本
格
化

ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
合
戦
本
格
化  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

常
世
田
や
す
子

常
世
田
や
す
子

金
狙
う
ラ
イ
バ
ル
気
に
し
落
ち
着
か
ず

金
狙
う
ラ
イ
バ
ル
気
に
し
落
ち
着
か
ず  

横
須
賀

横
須
賀  

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

ラ
イ
バ
ル
が
い
る
か
ら
切
磋
琢
磨
で
き

ラ
イ
バ
ル
が
い
る
か
ら
切
磋
琢
磨
で
き  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
ホ  

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

ラ
イ
バ
ル
が
無
く
て
進
ん
だ
認
知
症

ラ
イ
バ
ル
が
無
く
て
進
ん
だ
認
知
症  

飯　

高

飯　

高  

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

恋
敵
負
け
て
呼
ば
れ
た
披
露
宴

恋
敵
負
け
て
呼
ば
れ
た
披
露
宴  

東
小
笹

東
小
笹  

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

ラ
イ
バ
ル
の
告
別
式
で
弔
辞
読
む

ラ
イ
バ
ル
の
告
別
式
で
弔
辞
読
む  

堀　

川

堀　

川  

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

モ
ラ
ル
あ
る
風
刺
ふ
ん
わ
り
人
和
む

モ
ラ
ル
あ
る
風
刺
ふ
ん
わ
り
人
和
む  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

青
信
号
走
っ
て
渡
る
街
の
ネ
コ

青
信
号
走
っ
て
渡
る
街
の
ネ
コ  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

津

石
田　
　

津

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

脱走塚を示す標柱

【
訂
正
と
お
詫
び
】

【
訂
正
と
お
詫
び
】
1111
月
号
掲
載
の
俳
句
「
い
つ
ま
で
も
夕
日
離

月
号
掲
載
の
俳
句
「
い
つ
ま
で
も
夕
日
離

さ
ず
烏
瓜
」
の
作
者
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、横
須
賀
・

さ
ず
烏
瓜
」
の
作
者
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、横
須
賀
・

岩
井
や
す
さ
ん
作
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

岩
井
や
す
さ
ん
作
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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